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１．はじめに―本書の特徴と位置づけ
本書は中国社会科学院が毎年出している『社会情勢分析と予測』という本であり、今年
で１３本目になる社会白書である。
まず、この本の構成に入る前に本書が課題にしている中国社会の全般をまとめると次の
ようになる。現代中国社会の課題は、「科学的発展観」を実施すること、「調和した
社会主義社会」を構築するにあたって、国際的な発展経験を吸収するだけでなく、改革開
放の２６年間の経験と教訓をよく整理すること、中国の特殊な国内事情と発展の特殊な制
約条件もよく理解すること、である。
本書では、２０２０年の GDPが２０００年 GDPの２倍となる基本条件として、GDP成長率７．３％
の維持、出生率抑制による総人口１５億人以内への抑制が必要であるとしている。
現在、中国の発展は一人当たりの GDPが１，０００～３，０００ドルになる重要な転換期に入っ
ている。国際発展の経験から見ると、経済が飛躍する国家にとって、この重要な時期は、
産業構造の転換が速く、社会各部門の利益の変化が速く、新しい挑戦を常に対応していか
なければならない。しかし、そこにはチャンスがあるだけではなく、いろいろな社会的危
険も存在している。特に、この重要な時期に発生する可能性がある社会矛盾と社会衝突を
よく研究して、大きな突発事件や新型社会リスクを防止して健全な成長と発展を維持する
ことが重要であると述べている。
大きな論点として、２００４年には、数年来解決できなかった農民問題に変化があった。中
央政府の農民に対して「多く与えて少なめに取る」政策に効果があって、農民収入の増加
率が８年間で最も高い。就業情勢も緩和されて、都市の失業率が初めて横ばいになってい
る。しかし、何千万人の土地を失った農民たちが社会の注目を浴びるようになった。一部
の土地を失った農民たちは失業や生活保障がなくなり、集団デモが発生した。社会治安が
以前より悪化し、貧富の差も拡大していることに本書は注目している。
本書は上述した現代中国社会の特徴を具体的な数字をあげて分析しており、その点、現
代中国を研究するにあたって極めて重要な文献であると言える。
２．本書の構成と内容要約
まず、本書の全体的な構成を視点や特徴などから分析する。
本書は調査篇、発展篇、具体問題篇になっている。調査篇が主な篇であって、その全部
の内容をまとめている。他の篇では調査篇の内容を具体的に分析している。
以下本書の各篇の内容を順次提示しながら、要約的に紹介する。
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専門家の政府工作に対する評価１ 単位：％
項 目 ２００３年 ２００４年
１：経済高度成長の健全化 ４７．７ ８．７
２：政府改革 １１．９ １７．３
３：対外開放の拡大 ７．３ ５．８
４：国際外交を性格に処理する ６．４ ４．８
５：社会保障体制の改革を重視する ７．３ ２．９
６：社会的弱者への保護を強調する ９．２ ５５．８
７：社会公共衛生の応急態勢 ８．３ －
専門家の社会問題への判断２ 単位：％
項 目 ２００３年 ２００４年
１：「三農」問題が依然として深刻 ７２．５ ４９．０
２：腐敗現象が依然として目立っている １９．３ ３５．６
３：法治建設が遅い １．８ ２．９
４：経済発展中の問題が目立っている ３．７ ――
５：都市と農村の格差が拡大している １．８ ５．８
６：党と人民の関係が理想ではない ０．０ ２．９
７：社会治安情勢がよくない ０．０ １．０
８：収入格差が続いている ０．９ １．０
９：社会保障体制が不完全である ０．０ －
１０：経済成長が過熱である １．９ －
調査篇では、百名の専門家（専門は、経済、法律、社会学、管理学、政治学など）が見
た社会情勢と党と政府の幹部（党の中央幹部学校の学生）が見た社会情勢が主な内容であ
る。
百名の専門家が見た社会情勢は表で見れば次のようである。
上の表から見られるように、専門家は２００３年には経済成長をもっとも評価しているが、
２００４年になると弱者への保護をもっとも評価している。これは、政府の戦略に変化があっ
ただけではなく、専門家の意識の中にも、また国民の意識の中でも変化があったことを示
している。
上の表から見られるように、専門家は社会問題として依然として「三農」問題を首位に
挙げている。しかし、「三農」問題は２００３年より２００４年は２０％ほど減っている。その現象
は専門家が、中央政府の「三農」に関して農業税を免除したこと、農業投資を増加したこ
と、食料購入価格を引き上げたこと、化学肥料や農薬価格の保護措置を講じたことを結果
として評価していることであろう。
１ 汝信・ 学 ・李培林、『２００５年：中国社会形 分析与 』、社会科学文献出版社、２００４年、２３頁。
２ 同書、２４頁。
３「三農」というのは、土地を失った農民が「農作業を営む土地がない、雇う会社がいない、保障が少な
い」という状況を指す。
書評『２００５年：中国社会形 分析与 』（李）
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幹部の中国社会情勢に対する全体評価４ 単位：％
評 価 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年
非常にいい ３．１ １０．８ ２．３ ５．２ ８．４
比較的にいい ７２．７ ８１．４ ６９．９ ７９．３ ６０．７
一般的である １９．５ ６．９ ２４．１ １４．７ ２２．４
あまりよくない ３．１ １．０ ３．８ ０ ７．５
とてもよくない ０．８ ０．０ ０．０ ０．９ ０．０
なんとも言えない ０．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．９
１９９９～２００４年において市民が注目している社会問題の順位５ 単位：％
１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年
１位 失 業 問 題
（２１．６）
環 境 保 護
（４９．２）
失業と就業
問 題
（４５．２）
失業と就業
問 題
（５３．５）
失業と就業
問 題
（５２．９）
失業と就業
問 題
（３９．７）
２位 廉潔公正な
政 治 建 設
（１４．７）
失 業 問 題
（４３．７）
環 境 保 護
（４１．３）
社 会 保 障
（３４．５）
社 会 保 障
（３２．１）
経 済 成 長
（３２．０）
３位 経 済 成 長
（１１．１）
教 育 問 題
（３４．７）
社 会 保 障
（３２．６）
環 境 保 護
（２９．５）
住 宅 改 革
（３１．６）
住 宅 改 革
（３１．０）
４位 環 境 保 護
（５．６）
社 会 治 安
（３３．４）
経 済 成 長
（２５．８）
医 療 制 度
改 革
（２６．３）
環 境 保 護
（２４．３）
社 会 保 障
（３０．２）
５位 社 会 治 安
（５．４）
廉潔公正な
政 治 建 設
（２９．０）
住 宅 改 革
（２５．８）
経 済 成 長
（２５．７）
経 済 成 長
（２２．７）
環 境 保 護
（２９．６）
６位 就 業 問 題
（３．６）
経 済 成 長
（２０．２）
廉潔公正な
政 治 建 設
（１５．４）
住 宅 改 革
（２３．１）
医 療 制 度
改 革
（２１．４）
青少年教育
問 題
（１９．０）
７位 人 口 問 題
（３．３）
養 老 問 題
（１９．３）
社 会 治 安
（１５．２）
青少年教育
問 題
（２０．６）
廉潔公正な
政 治 建 設
（２０．７）
社 会 治 安
（１８．３）
「三農」問題の次に多い問題として腐敗問題が挙げられたのは、２００４年に暴露された腐
敗問題が社会問題なったことが原因である。
次に取り上げるのは党と政府の幹部が中国社会情勢に対する評価である。
上の表から見られるように、党と政府の幹部は中国社会情勢が比較的にいいという答え
た人が圧倒的に多い。これについては、彼らが実行している政策だから評価が高いと思わ
れる。
次は市民の目から見た社会情勢である。
上の表から見られるように、市民は失業と就業問題に最も関心があって、次に経済成長
４ 汝信・ 学 ・李培林、前掲書、３４頁。
５ 同書、６４頁。
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と社会保障に関心がある。これは、経済成長にもかかわらず、市民には利益がまだもたら
されていないと市民が判断しているという解釈も可能であろう。
発展篇では第１に、住民生活と消費構造が変化していて、都市住民の収入は継続的に増
えて、消費構造は質的に転換していると見ている。しかし、そこにも社会的にいろいろ問
題が存在していると指摘されている。それは次のとおりである。①貧富の格差が広がって
いる（収入格差、都市と農村間の格差、地域間の格差）。②都市と農村の貧困人口、困難
群体が相当な比例を占めている。③失業率がかなり高い。２００４年の統計によれば失業率が
６．４％に達している。④教育や医療費への投入を高めて分配の不平等問題を解決しなけれ
ばならないと述べている。
第２に、人口問題も戦略的に考えるべきだとされている。新しく増加する労働力は減っ
ており、人口は高齢化に進んでいる。
次のことも主張されている。人口政策は人口構造を調和させて、労働力の不足を防ぐべ
きである。人口政策は総人口を抑えた上で人口の高齢化を緩和させるべきである。「人口
流動を東部沿海地域に誘導すべきである。」６
第３に、社会保障事業を全面的に発展させるべきだと主張されている。社会保障事業に
は、養老年金、失業保険、医療保険、傷害保険、育児保険、都市住民最低生活保障、企業
年金などが含まれている。特に２００４年３月の第１０回第２次全国人民代表代会で憲法１４条に
次のような項目を新設した。「国家は経済発展の水準に合わせて健全な社会保障制度を建
てるべきである。」７。これは、今後中国の社会保障問題の基礎になるだろう。
第４に、「科学的発展観」の下で中国の教育を発展させるべきであると述べられている。
義務教育や、中等教育、高等教育を重視する以外に、職業技術教育を発展させるべきであ
ると述べられている。
具体問題篇では特に「三農」問題が中心に議論されている。
土地を失った農民たちが就職が出来ないのは次のような原因である。第１に、土地を失っ
た農民は若くない。文化、技能などの制限もあって、他の職業への転業は困難である。第
２に、僻地に住んでいて土地を失った農民は、都市近郊の土地を失った農民たちと違って
就業選択の余地が少なく、就業意識と選業意識も比較的に保守的であり、就職意欲が乏し
い。また、彼らを雇う会社から見れば、都市に戸籍がない外来労働者より、社会保障など
の面から多額の金を払わなければならないという問題がある。
本書では、社会保障が手薄なのは次のような原因とされている。第１に、制度が不完全
である。失業保険に参加している人が少ない。第２に、資金面から見れば、制度の連続性
がない。第３に、歴史的遺留問題が解決しにくい。これは、最近の問題は解決しやすいが、
時間がたった問題は解決しにくいという意味である。
本書の中国現状に対する主要な把握と問題点
以上の内容紹介から本書の中国現状に対する主要な把握を以下のように見てみよう。
①経済は持続的に成長を続けている。
２００３年の GDP成長率は９．１％から、２００４年には９．５％に増加した。
②総人口は１３億に達しているが、効果的に規制されている。
６ 汝信・ 学 ・李培林、前掲書、１０２頁。
７ 同書、１２９頁。
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「中国が持続的に実行している低出産政策に大きな成果があって、人口再生産類
型は「高出生率、高成長率」から「低出生率、低死亡率」に変わって、出生率は１．８％
以下になっている。人口自然増加率は０．７％以下である。」８
③就業問題は一番困難な段階から抜け出ている。
「１９９０～２００４年にかけて、中国の従業人口は６．５億から７．５億になっている。２００４
年９月末、全国の都市新就業人口は７７４万人であり、農村を含めた全国では新就業
人口が９００万人になった。都市において３８５万人の失業者が再就職して、農村を含め
て全国的に５００万人の失業者が再就職する見込みである。」９
④都市の消費が第３の波に乗っている。
中国の第１の消費の波は８０年代の衣食消費であり、第２の消費の波は９０年代の家
庭用電気機械消費であり、第３の消費の波は、家庭用住宅、家庭用自動車、交通通
信などの消費である。
⑤都市化が加速されている。
「都市化率は１９９３年の２８％から２００４年には４２％に上がっている。現在の都市数は
６６０個で、その中で人口が１００万以上の特大都市は４０個、人口が５０～１００万の大都市
は５４個、人口が２０～５０万の中等都市は２１７個である。都市の経済が国の GDPへの
貢献は７０％を占めている。」１０
⑥農民の収入は８年ぶりに大幅に増えた。２００４年１～９月の全国農民の収入は一人当
たり２，１１０元であって、前年に比べて１１．４％増えている。
⑦社会保障と生活保障がいろいろな面に及んでいる。
２００４年全国的に年金保険に加入した人は１億６，０６２万であり、その中で現職の事
務員と労働者は１億２０３７万人であって、退職者は４，０２５万人である。全国で医療保
険に加入した人は１億１，９４１万人であり、全国で失業保険に加入した人は１億３６７万
人である。都市住民の最低生活保障が確実になっている。政府は農村の特に貧しい
農民に対しての救助を拡大している。
本書の問題点は著者たちが専門的な調査研究機構、大学、政府の関係研究部門などいろ
いろな部門から来ていて、各章の資料の入手経路や、調査時点が違っており、来源が違う
ために、中国社会の一番の問題点や、改革の中で一番利益がある集団などについて異なる
答えが出ていることである。また、社会情勢や収入格差に対する専門家、党と政府の幹部、
市民の目から見た認識が異なることも問題のひとつである。
（り・こうこく 本研究科博士後期課程）
８ 汝信・ 学 ・李培林、前掲書、２頁。
９ 同書、２頁。
１０同書、３頁。
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